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1993年 7 月から始まった近畿ブロック研究・
研修大会も26回目を数え、平成最後の記念大会
を兵庫の地で開催することができました。今大
会は、いくつかのハプニングもありましたが、
292名もの方々にご参加いただき、大変好評のう
ちに、成功裏に終えることができました。大会
にご参加いただいたみなさん、運営にご協力い
ただいたスタッフのみなさんにこころから感謝
申し上げます。
大会テーマは「新しい時代に向けたソーシャル
ワークのあり方を問う」と題し、地域共生社会に
向けた明石市の先進的な取組みを報告させていた
だきました。また、記念講演には、立教大学教授・
精神科医の香山 リカ氏に登壇いただき、「心の傷
の乗り越え方」と題して、福祉専門職が抱える支
援上のストレスや傷つき体験について、マインド
フルネスの効果やこころ豊かに過ごすことの大切
さについて講演いただきました。
各プレ企画・分科会では、実践研究発表及び自
由企画により、熱気に溢れた学びの場となりまし
た。懇親会では100名の参加があり、イベントや
クイズ、御点前、ふるまい酒、アピールタイムで
楽しく交流し、大いに盛り上がりました。
1年に 1度、私たち社会福祉士の実践を振り返

り、お互いに刺激しあい、研鑽する場、そして、
同じ志を持つ仲間との出会いや交流は、何ものに
も変えがたい宝物であると改めて実感いたしまし
た。新しい時代に向けてソーシャルワークの世界
が拓かれていくとともに、私たちの絆もより深く、
これからも長く続いていくことを願っています。
 実行委員長　岡本　和久

今大会は300名近くの申し込みがあり、神戸女
子大学ポートアイランドキャンパスD号館は熱
心に学び合う皆様の姿であふれ、熱気に包まれま
した。皆様のご協力を賜り安全にスムーズな大会
運営ができました。
企画運営スタッフ「こうのとりサポーター」を
募集し、第１回会議を2017年12月 2日に開始し第
9回まで会議を重ねました。当日スタッフを含め
県内の各地区ブロックから40名を超えるサポー
ターが集まり、案内、受付、クローク、プレ企画（実
習・災害）・各分科会（実践発表・自由企画）の
会場補佐、来賓接遇、弁当配布、懇親会・会場設
営・撤収等、多岐に渡りご活躍をいただきました。
「いつも近くにスタッフがいてくれた」と好評
でした。おもてなしの気持ちが伝わったことと実
感しております。改めて厚く御礼申し上げます。
新しい時代のソーシャルワーク実践が一層豊か
になり、次回の京都大会でまたお互い学び合えま
すことを願っております。
 副実行委員長　近藤　健太

◉  新しい時代に向けた
　 ソーシャルワークのあり方を問う～
　兵庫大会を終えて

◉  会の魅力を伝えられた
　 近畿ブロック兵庫大会

スタッフ一同

第26回近畿ブロック研究・研修　兵庫大会開催しました！
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第26回近畿ブロック研究・研修　兵庫大会

　プレ企画１　社会福祉士実習ワーク
参加者
報告

　実習生の受け入れから終了後の一連の流れの確認をおこない
ました。
　養成校とのやり取り、組織で実習生を受け入れる体制づくり
の留意点を、実習生受け入れ経験者から、実際に用いている資
料を活用し、実践事例・起こりうる問題（リスク）の報告があ
りました。
　また、｢施設、機関と養成校との連携、職員と教員との連携は
どのように具体化しているか？｣ というテーマを基にグループ
ワークで受講者の情報交換をおこないました。

【研修・イベント概要】

開催日　　2019年 2 月 9 日　　　　　　　参加者　　45名

　実際に活用されている資料での説明であったため、心構えやポイントがとても分かりやすく確認で
きました。また、グループワークでは、養成校の先生の意見や実際の困り事や工夫している点を具体
的に話し合う機会となり、今後に活かすことができると感じました。自信を持って実習生に対応して
いくことができるように、このような振り返りの機会を作ることが重要であると思いました。

【所感等】

第26回近畿ブロック研究・研修　兵庫大会

　プレ企画２　災害支援活動者フォローアップ研修
参加者
報告

　昨年 6月に初めて実施された災害支援活動者養成研修のフォローアップの場として開催され、講義
とHUG（避難所運営ゲーム）簡易版の体験が行われました。
　前半の講義では、災害時の支援での基本的な視点や考え方、静岡DCATの取り組みなどを学びまし
た。その後、グループワークではHUGの簡易版を行い、発災時の避難所の混乱する中で多方面に配慮
しつつ素早く決断していくことの難しさを体験しました。HUGの簡易版では、付箋と避難場所の間取
りを描いた紙を用い、簡単にHUGが体験できるものであり、参加者が今後各職域や地域で実施するこ
とができるものです。

【研修・イベント概要】

開催日　　2019年 2 月 9 日　　　　　　　参加者　　65名
講師名　　静岡県社会福祉士会　災害対策委員会　曽根　允　氏
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　本研修の受講により、災害時の支援について考え取り組む
ことの大切さを再確認し、いざというときに活動できるよう
日頃の研鑽が大切であることを認識しました。講義の中で繰
り返し伝えられたことは、支援は被災者を主体とすることが
大切であり、日ごろのソーシャルワークで大切にすべきこと
は災害時にも大切であるということを強く感じました。
　HUGの体験から、災害時にはさまざまな混乱した状態が
起ると思いますが、冷静に支援ができるよう今後も学びを深
めていきたいと思います。

【所感等】

第26回近畿ブロック研究・研修　兵庫大会

　基調講演・シンポジウム
参加者
報告

　地域共生社会におけるソーシャルワークへの期待　～明石市の取り組みから～

① 明石市の取り組みである「やさしい社会の具体化」として「高齢者」「障がい者」「犯罪被害者・更
生支援」「こども」に対して誰もが暮らせる地域づくりを目指す。それぞれの支援の例として
・高齢者支援として「認知症検診費用の助成」「みんなの給食」「運転免許、返して安心プロジェクト」
・ 障害者支援としてコミュニケーション障害を取り除くことに着目し、「手話言語の確立」「多様なコ
ミュニケーションの促進」「障害者差別解消条例の制定」「合理的配慮への公的助成」そして誰もが
暮らしやすいやさしいまちへ
・ 「犯罪被害者支援」と「更生支援」はふたつでひとつ　「明石市犯罪被害者等の支援に関する条例」
すべての市民のためのセーフティーネット　「更生支援及び再犯防止に関する条例」
・ こども支援として児童相談所の設置　子ども食堂の充実化　里親100％プロジェクト　無国籍者（こ
ども等を）支援がある。
② 更生支援と犯罪被害者支援として関係機関との連携・対談者との面談による必要な支援の調整・地
域への定着を行う。
　 支援者がいなければ再犯を繰り返してしまう可能性が高いた
め、再犯防止のための取り組みと警察官や検察官、更生保護
団体そして地域の障害者基幹相談支援センターや高齢者地域
総合支援センターなど各関係機関との連携・コーディネート
について流れについて概要を学ぶ。
③ 明石市社会福祉協議会における総合支援センターの取り組み
として 3つの機関に分類して相談支援体制を行っている。

【研修・イベント概要】

開催日　　2019年 2 月 9 日　　　　　　　参加者　　247名
講師名　　明石市社会福祉協議会　総合相談支援室　権利擁護推進担当課長　青木　志帆　氏
　　　　　 明石市社会福祉協議会　おおくぼ総合相談支援センター　社会福祉士　市川　智之　氏
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　 1次機関は横断的な受付、 2次機関は専門機能の対応（地域包括支援センター）、 3次機関は他
機関への働きかけを行うマネジメント（ 2次機関で対応が厳しいケース・複合多問題なケース）
と分類することにより、各部署での役割をはっきりすることで対応する。

　地域共生社会における明石市の取り組みについて、こどもから高齢者までか各分野における課題と
取り組みが明確でわかりやすいものであった。例えば、高齢者における認知症検診費用を助成するこ
とで認知症に対する認識を身近なものとして受けとめること、障害者に対してはまずコミュニケーショ
ン障害を取り除くことで、地域での生活がしやすくなる、またこどもに対して児童相談所を市に設置
すること、こども食堂市内38か所に設置することで、地域においてより身近な支援ができる体制を整
えることができる。司法と福祉の両側面から地域生活を支援するための在り方として再犯防止するこ
とで負の連鎖からの脱却を図るなど、地域での支援体制を構築するための機会になると考える。これ
らの取り組みが地域生活でのセーフティーネットとしてより充実したものとなると考える。

　明石市社会福祉協議会の総合相談の取り組みとして 1次～ 3次機関に機能を分けることで地域にお
ける相談支援体制を分類化し、支援者側の専門性を確立している。また、「福祉まるごと支援相談」≠
「なんでも相談」の考え方は、ただ単にまちの便利屋ではなく、福祉専門職として地域住民との関わり
がいかにあるべきかを考えるいい機会となった。

【所感等】

第４分科会
　「ソーシャルワーカーのためのやさしい日本語講座」

報告者　生活困窮者支援委員会

主催者
報告

開催日　　2019年 2 月10日　　　　　　　参加者　　55名
担　当　　兵庫県社会福祉士会
講師名　　 （公財）兵庫県国際交流協会スペイン語相談員・

社会福祉士　村松　紀子　氏
　　　　　 NGO神戸外国人救援ネット事務局・
　　　　　 社会福祉士　村西　優季　氏
　　　　　 当事者　クリストファー　フロレンティーノさん（フィリピン）
　　　　　　　　　 ツカモト　エバさん（ペルー）

第26回近畿ブロック研究・研修　兵庫大会
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　前半の 1時間は、「外国人住民の現状」と「やさしい日本語でコミュニケーション」の講義で、
基礎的な知識とあわせて滞日外国人に理解できるように伝えるための「やさしい日本語」を使用
する大切さなどを学びました。日本人にとって、「やさしい日本語」を使うことは、簡単なようで
意外と難しいと感じました。「やさしい」とは、滞日外国人にとって「わかりやすい言葉」です。
そのコツは、できるだけ短く、ゆっくり、はっきりと伝えることです。
　後半の 1時間は、グループごとに演習を行いました。演習の内容は、「会社を解雇され借金があ
る人」や「公園で寝泊りをしている人」など問題を抱えている滞日外国人に対して、社会福祉士（受
講生）が日本社会福祉士会のアセスメントシートを参考にしてアセスメントを行うという設定で
した。滞日外国人の方に演習に入ってもらいましたが、日本語があまり通じないので、質問をし
てもなかなか伝わらず、何度も言葉を言い変えて言うなど苦労しながら、実践的なアセスメント
を行うことができました。
　講座終了後に受講生からは、次の感想をもらい、今回の講座が有意義であったことを実感して
います。
　「言語の壁は大きいが、安心して話をしてもらえるオープンマインドが一番大切とわかった。」
　「研修などで、外国人支援を日頃から想定していれば、実際の支援で必ず役に立つと感じた。」
　「やさしい日本語を知っておくことは、災害支援にも有効であると感じた。」
　また、ツカモト・エバさんからは「やさしい言葉がけが、うれしかった」と感想をもらいました。
　滞日外国人の生活課題に対応するための多文化ソーシャルワークは、これからますます必要性
が増しています。兵庫県社会福祉会では、次年度に滞日外国人支援のために「基礎から学ぶ学習
会（年 4回）」や認証研修「滞日外国人ソーシャルワーク研修（ 7月）」が実施できるよう準備を
進めております。ぜひ、滞日外国人支援を一緒に行っていきましょう。

【研修・イベント概要】

第５分科会
　「成年後見利用促進法の大阪の今」

参加者
報告

形　式：報告会・ディスカッション
内　容：1．大阪市の成年後見利用促進基本計画と実施状況報告
　　　　2．三士会の取組報告
　　　　　① 大阪府下市町村の利用促進基本計画推進におけ

る司法書士の役割
　　　　　②家庭裁判所と三士会の連携について
　　　　　③意思決定ガイドラインについて
　　　　 3．現状の課題についてのディスカッション
　　　　 4．今後の取り組みに期待すること

【研修・イベント概要】

開催日　　2019年 2 月10日　
担　当　　大阪社会福祉士会

第26回近畿ブロック研究・研修　兵庫大会
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報告者：大阪市福祉局生活福祉部地域福祉課　課長　向井　順子　氏
　　　　大阪弁護士会　弁護士　青木　佳史　氏
　　　　成年後見センター・リーガルサポート　司法書士　櫻井　惠子　氏
　　　　大阪社会福祉士会　社会福祉士　稲村　啓子　氏

　どの分科会も興味がありましたが、ぱあとなあ名簿に今年から新規登録される予定の身なので、成
年後見を選択しました。財産管理と身上監護の 2本柱に加えて、意思決定支援が今後大きなポイント
になるということがよく理解できました。受任前ですから実務をしていないのですが、自分の中での
イメージ作りに役立つ機会となりました。今後も他の機会をとらまえて、研鑽を重ねていきたい、と
思います。

【所感等】

第６分科会
　「私たちを分けるものを越えていく実践の模索」

参加者
報告

　「私たちを分けるものを越えていく実践の模索」をテーマに、 3名のシンポジストから、制度・政策・
福祉サービス等がもたらす「分けられるもの/ひと」について、事例を用いた報告がありました。そして
9つのグループに分かれ、自身の実践の振り返りをするためにグループワークを行いました。

【研修・イベント概要】

開催日　　2019年 2 月10日　
担　当　　滋賀県社会福祉士会
講師名　　彩社会福祉士事務所　代表　坂本　　彩　氏
　　　　　 NPO法人甲賀・湖南成年後見センターぱんじー　所長　桐高とよみ　氏
　　　　　 社会福祉法人　職員　 松井　邦夫　氏

　事例報告ならびにグループワークを通して、支援は、要支援者の年齢や家族構成、地域などに
よって分断/制限されるものではないということに、あらためて気づかされました。
　またシンポジストからは、「支援者たちは分限ではなく分担をしていきましょう」というメッセー
ジもありました。支援をつなぎ、そして補い合うことこそが、専門職が担う支援であるのだと考
えさせられました。

【所感等】

第26回近畿ブロック研究・研修　兵庫大会
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記念講演
　心の傷の乗り越え方　～不安の時代に心を保つ～

報告　研修委員会　 福井　良江

参加者
報告

　香山先生の記念講演は多くの参加者が聴講されました。精神科医として、これまでの豊富な臨床経
験のなかで体験されたエピソードも数多く織り交ぜながら、非常に興味深いお話を聞かせていただき
ました。特に印象に残っているのは、朝起きる、食事をとる、夜眠るといった整った生活リズムや、
自然の中で土を耕すマインドフルネスを取り入れるといったこ
とで心の傷を乗り越えるということです。
　もしかしたら電子技術やITがどんどん発展し、今までの当た
り前を失くしていったことが、不安や心の疲労の回復を妨げて
いるのかもしれません。支援者自身のケアも大事だと言われる
今日、支援者として立つ前に、自身のメンタルをどのようにケ
アし整えるか、その在り方についても考えるよい機会となった
素晴らしい記念講演でした。

【所感等】

開催日　　2019年 2 月10日　
講師名　　立教大学現代心理学部映像身体学科　教授　香山　リカ　氏

2018年度フォレンジック・ソーシャルワーク研修
　「刑事司法ソーシャルワーク実践を事例から学ぶ」に参加して

報告者　奥田　比佐子

報告

　今回、社会福祉士（通信）科の実習で、フォレンジック・ソーシャルワーク研修に参加しました。
「刑事司法ソーシャルワーク実践」の講演は、司法手続きの現場でのソーシャルワーカーの立場や視点、
事例から学ぶ対応方法などの内容でとても興味深いものでした。後半の事例検討・演習では実際の支
援を想像しながらワークシートを作成していきました。参加者が意見を出し合う中、何も考えられな
い自分の力のなさに愕然としていましたが、必要な情報や支援方法が徐々に明らかになっていく過程
を目の当たりにして、グループワークの醍醐味を感じました。今後は経験や情報収集を積み重ね「支
援の引き出し」を増やすことで、力をつけていきたいと思いました。
　私は今、児童発達支援事業所に勤務していて、更生支援の現場とは少し遠い場所かもしれませんが、
目の前の子どもたちの将来を見据えた支援を考え、今できることを実践していくことで、今日学んだ
ことをいかしていきたいと思います。そして、いつか実際の支援の現場で再犯を防止し、誰もが地域

【所感等】

開催日　　2019年 2 月24日　　　　　　　参加者　　32名
会　場　　兵庫県福祉センター

第26回近畿ブロック研究・研修　兵庫大会
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で生き生きと暮らせることに役立てるようなソーシャルワーカーになりたいと思いました。

コミュニケーション技術を考える
　～コミュニケーションツールとしてのICTの活用～

報告　西はりまブロック　白矢　真由実

報告

　コミュニケーションはどの分野の相談業務でも基本です。支援とは
何か？コミュニケーションとは何か？障がいとは何か？を考え、基本
を見つめ直す機会となりました。障がいの疑似体験をしたり、坂井先
生から参加者への質問があったりと、笑って学べる講演でした。今回
は、社会福祉士会会員外からの参加が多く、多職種交流ができました。
3月に実施の「解決志向アプローチのミラクルクエスチョン」の岡田
英之先生がグラフィックによる講演の可視化をしていただき、講演終
了後も、大変盛り上がった講演となりました。
　○合理的配慮：個別の状況に応じて行われる配慮
　○家で求められる経験を積む「ありがとう」＝必要とされている
　○自立＝依存先を増やすこと
　○あなたはあなたのままでいいのだけれどね

【研修・イベント概要】

開催日　　2019年 2 月 2 日　　　　　　　参加者　　40名
会　場　　姫路・西はりま地場産業センター　じばさんびる901会議室
講師名　　香川大学教育学部　香川大学バリアフリー支援室　坂井　聡　氏

　障がいは周りが作っているものです。支援者として、阻害要因
にならないよう支援に行き詰ったときに、リフレーミングできる
よう日々トレーニングが必要だと思いました。あなたはあなたで
大丈夫、生まれてきて良かったと言える世の中になることを信じ
て、成長し続けて生きたいと思いました。

【所感等】
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研修委員会 委員長　近 藤 健 太
委 員 会 ❶

だ よ り

<委員会　会場>
　兵庫県福祉センター　社会福祉士会事務局
　その後居酒屋『御用』に行くこともありま
す。

<委員会内容>
　今年度のテーマ　
　楽しく学ぶ。まずは真似ることから。 
　～思いつきだけではなく、
　　根拠に基づいて支援に繋げる～
　社会福祉ニーズへの対応のあり方を発信す
ることによって、社会福祉士としての自覚と

責任、そして社会的役割を認識する機会を作
ります。
　委員会は毎回 8名程度参加することが多い
です。委員会の楽しみは、終了後の飲み会で
す。気軽に見学に来てください。
　今年度は、社会福祉士が実践研究をついて
学ぶ場「兵庫ソーシャルワークアカデミー」
を開催し、発表の場「実践研究を学ぶ研修&
研究発表会」を企画します。
　私たちと一緒に実践研究の促進を行いたい
方大歓迎です。

調査研究員会 委員長　冨 田 洋 介
委 員 会 ❷

だ よ り

<委員会　会場>
兵庫県福祉センター　社会福祉士会事務局

<委員会内容>
毎月 1回委員会を開催しています。概ね、
土曜か日曜の夕方（基礎研修等の後）です。
基礎研修を申し込まれるみなさんもぜひ、研
修受講後にそのまま 5階事務局へ足をお運び
いただき研修委員会へご参加を☆
主な活動は、施設見学（年 2回）・こうの
とりゼミナール（前期・後期　各 3回）・会
員交流行事・各種専門性を広げる研修の企画
運営をしています。
新時代のソーシャルワークに何が求められ

るのか。そのために必要な研修をぜひ一緒に
考えて、企画していきましょう☆
みなさんの興味関心を、ぜひ研修として具
体化してみませんか。
施設見学の希望もぜひ！会員交流促進のア
イデアも募集しております☆
ぜひお気軽に研修委員会へ見学にお立ち寄
りください☆

＜今後の予定＞
新年度は初回 4月20日（土）
兵庫県福祉センター 5階
社会福祉士会事務局にて、死の体験旅行研
修の後に開催します。
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広報委員会 委員長　胡 中 智 礼
委 員 会 ❸

だ よ り

<委員会　会場>
　兵庫県福祉センター　社会福祉士会事務局

<委員会内容>
　当委員会は、会員機関紙「こうのとり通信」
及び広報誌「Pocket」の企画・編集の他、社
会福祉士と社会福祉士会の広報を行っていま
す。委員の予定に合わせて委員会開催日を設
定しているため、固定した開催日はありませ
んが、ほぼ毎月委員会を開催しています。
　「社会福祉士って何をする人？」と聞かれ
た時に、淀みなく答えることができますか？
広報委員会に所属していなくとも、社会福祉
士であるみなさん一人ひとりが「社会福祉士」
の広報委員です。引き続き、社会福祉士の広
報活動をよろしくお願いします。
　相談援助業務の中で記録をつけるという業

務は切り離せないものですが、誰が読んでも
理解できる文章を書くことができています
か？書き手の思い・主観が加味されるとあり
のままの事実というのは伝わりづらくなりま
す。正確な記録をつけるためには練習も必要
ですが、作文の練習というと億劫になってし
まうかもしれません。
　そこで、効果的な方法としては他者の文章
をしっかりと読むということが挙げられま
す。機関紙・広報誌の編集・校正作業は自然
と自身の文章力を高めます。文章を綴ること
が好きな人はもちろん、文章作成が苦手な人
にも実は向いている委員会です。

＜今後の予定＞
　まずは事務局までご一報ください。

＜今後の予定＞
　次回委員会
　 4月28日（日）10時から12時まで

　『兵庫ソーシャルワークアカデミー』　
5月18日　 6月29日　 8月23日　 9月28日
　「実践研究を学ぶ研修&研究発表会」　
10月 6 日

相談委員会 委員長　西 垣 和 仁
委 員 会 ❹

だ よ り

<委員会　会場>
　兵庫県福祉センター　社会福祉士会事務局

<委員会内容>
　当委員会では毎月第 2土曜日13：00～16：
00（受付15：30）に電話・来所による福祉な
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んでも相談（無料）を行っています。
　また、社会福祉士がより身近な存在となる
よう毎年各ブロックと共催でまちかど無料相
談も行っております。
　そして勉強会を偶数月の第 2土曜日13：30
より16：00まで開催しております。専門分野
以外の社会資源の活用方法や法改正、支援方
法などを委員会メンバー同士で考え話し合い、
情報・意見交換等を行っています。福祉に関
する相談支援・連絡・調整等は社会福祉士と
しての根幹をなすものであります。当委員会
では福祉に関する相談支援専門職としての基

礎を大切に取り組んでおります。
　事務局に連絡いただきますとこちらから開
催日等案内させていただきます。
　事前連絡がなくても参加可能です。（当日
見学等可）

＜今後の予定＞
　 4 月13日（土）13：00～16：00
福祉なんでも相談（委員会メンバー 2 名に
よる電話・来所等の福祉に関する相談対応）
相談委員会定例会・勉強会　14：00～16：00

<委員会　会場>
　 4・ 7・10・ 1 月第 2日曜日　午後
　高齢者ケアセンター長田

<委員会内容>
　現在20名強の委員会メンバーで運営。主な
活動は、毎年 5月当委員会主催の「初任者研
修」と、2017年度より兵庫県より委託を受け
開催している「困難事例対応力向上研修」の
2つの研修の運営を行っています。2019年度
からは研修運営だけでなく、委員会メンバー
の横の繋がりを意識して、情報共有や意見交
換などを中心とした定例会を定期的に開催す
る予定です。

　地域包括支援センターは、三職種の専門性
のみならず、チームアプローチも必要な組織
です。委員会として参画している三職種団体
連絡会の活動等を通じて、相互の理解を深め
る事が可能です。社会福祉士と言う基盤を持
ちながら、自治体によって異なる状況等、委
員会内での情報を共有する事で、視野が広が
り客観的な視点で業務に取り組む助けになり
ます。

＜今後の予定＞
　 5 月20日（月）
　「地域包括支援センター初任者研修」
　兵庫県福祉センター203会議室

地域包括支援センター支援委員会 委員長　山 内 賢 治
委 員 会 ❺

だ よ り
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実習教育支援委員会
委 員 会 ❻

だ よ り

<委員会　会場>
兵庫県福祉センター　社会福祉士会事務局

<委員会内容>
毎月、第 3木曜日19：00～21：00に委員会

を開催しています。
10名程度の委員で、実習指導者講習会や、
実習教育支援者研修などの企画について打ち
合わせを行っています。
社会福祉士養成校との連絡会を、年に1回

開催し、情報交換を行っています。
当委員会は、社会福祉士取得を目指してい

るみなさんに、「相談援助実習」からの学び
をより実践的に深めるサポートをしています。

また、実習受け入れ施設・機関の実習指導者
である社会福祉士への講習なども定期開催し
ています。これからも、社会福祉士の実習教
育に関わるみなさんとの交流を積極展開して
いこうと考えています。

＜今後の予定＞
定例委員会
　毎月第 3木曜日19：00～21：00
　（兵庫県福祉センター 5 F事務局）
実習教育支援者研修
　 7月20日（土）　＊詳細未定
養成校連絡会
　 9月19日（金）18：30～　＊詳細未定

委員長　岸 　 剛 健

独立型社会福祉士支援委員会 委員長　村 上 弘 幸
委 員 会 ❼

だ よ り

<委員会　会場>
　兵庫県福祉センター　社会福祉士会事務局
　 2ヶ月に 1回程度、通常は平日夜間開催で
す（19：00～21：00）

<委員会内容>
　「独立型社会福祉士」は国家資格とその専門
性を武器に地域で活躍する独立開業者です。
当委員会では独立開業者に限らず将来開業を
お考えの方や独立型に関心のある方へ向けて、

ネットワークづくりや資質向上を目的とした
研修事業、メーリングリストを利用したメー
ルマガジン「夢ふうせん」の定期配信などに
よる情報発信・啓発活動を行なっています。
　来るもの拒まずの委員会ですので、独立開
業を目標にお持ちの方や「何それ？」と興味
を持たれた方、既に開業されている方もどう
ぞお気軽にのぞきにきてくださいね。また、
メーリングリスト登録ご希望の方もご一報い
ただければ登録手続きをご案内致します。
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　申込先
　hsasao.fukushi@gmail.com（担当：笹尾）

＜今後の予定＞
　定例会、独立型社会福祉士実践報告会
　　（開催時期未定）　
　メールマガジン「夢ふうせん」
　　年 4回季刊配信
　メーリングリストで定例会開催予定、イベ
ント情報など随時配信中！

2018年 11月　社会福祉セミナー in 淡路
　2日目分科会2

「ソーシャルワーカーの倫理について考えよう」

<委員会　会場>
　原則として「東部在宅障害者福祉センター」
（ＪＲ灘駅南）

<委員会内容>
　原則として偶数月の第 2日曜日の午前に定
例委員会を開催しています。現在12名の委員
が活動中で、定例会には概ね 8～10名程度参
加しています。委員会では障害児・者福祉の
現状や課題について情報交換・意見交換を
行っています。毎回、障がい福祉のホットな
話題を取り上げてディスカッションし、とて
も有意義な時間を過ごしています。2017～
2018年度には認証研修「障がい者の地域生活
支援研修」を企画・運営し、委員が分担して
講師やファシリテーターの役割も果たしまし
た。
　「障がい福祉」は多様な障害種別を守備範

囲とし、乳幼児期から高齢期までのライフサ
イクルを視野に入れた、幅広く奥深い実践分
野です。各委員の実践経験などを踏まえて、
豊かな学びと交流ができています。2019年度
は委員会での学びを充実させ、委員会以外の
会員にも開かれた学習会を開催し、障がい福
祉の推進のために発信したいと考えていま
す。

＜今後の予定＞
　2019年 4 月21日（日）10時～12時
　（ 会場の都合で 4 月のみ第 3 日曜日に開催
します）

　2019年 6 月 9 日（日）10時～12時
　2019年 8 月11日（日）10時～12時　

※ 会場はいずれも「東部在宅障害者福祉セン
ター・趣味創作室」です。

障がい福祉委員会 委員長　植 戸 貴 子
委 員 会 ❽

だ よ り
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地域移行支援委員会
委 員 会 ❾

だ よ り

<委員会　会場>
兵庫県福祉センター　社会福祉士会事務局

<委員会内容>
前身が退院支援チームですので、今のとこ

ろ精神病院からの退院による地域移行など精
神障害についての情報交換が主になっていま
す。
年度内に1～ 2回の拡大学習会を開催して

います。今後は精神病院からの退院だけでな
く障がい施設や矯正施設からの地域移行・地
域定着の情報交換ができればと考えておりま
す。

現在の参加者は特に精神障害の関係機関に
所属されている方だけではなく多職種に及ん
でおります。関心のある方はぜひご参加くだ
さい。
委員会開催日は、
奇数月の第 4木曜日　19：00 ～ 21：00
参加方法は、特に予約等は必要ありません。
会場にお越しください。
9月に拡大学習会を予定しています。

委員長　國 本 康 夫

生活困窮者支援委員会 委員長　谷 口 智 昭
委 員 会 ➓

だ よ り

<委員会　会場>
　兵庫県福祉センター　201会議室

<委員会内容>
　当委員会は2015年度に施行された生活困窮
者自立支援法を機に発足した委員会です。
　生活困窮者は経済的困窮だけではなく、年
齢別・対象別の従来の制度では解決できな
い「社会的孤立」の問題です。委員会ではこ
うした課題を取り上げ研修や意見交換などを
行っています。
　定例会は偶数月の第 1日曜日に福祉セン

ターで開催しています。（2019年度は 8月休
止。 2月は日程を調整中です。）関心のある
方の見学をお待ちしています。
　 7月開催予定の「滞日外国人ソーシャル
ワーク」の認証研修を主宰しています。今年
は他に、「滞日外国人の課題を理解するため
の学習会」を開催予定です。

＜今後の予定＞
　2019年 4 月 7 日、 6月 2日
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　春うららかな今日この頃、いかがお過ごしでしょうか。
　今年度も、神戸ブロックでは、会員相互のネットワークの構築を図るとともに、神戸に暮らす
人々の多様性に着目した活動を進めていくことをテーマに活動をしてまいります。
　さて、神戸ブロックの活動と今後の予定などをお知らせいたします。

【活動報告】
　 2月17日　役員会　於：神戸生活創造センター
　 3月 7日　施設見学会＆交流会　於：加古川刑務所

【今後の予定】
　 4月29日（月）　午後～ 役員会　於：兵庫県福祉センター 5 階
　 5月26日（日）　10：00～総会・記念トーク、12：30～「Le Lien（ル・リアン）」昼食会
　 9月28日（土）　午後～ 「Le Lien（ル・リアン）」秋のバーベキュー大会2019
　11月　　　　　まちかど無料相談会
　12月　　　　　研修会
　2020年 3 月　　施設見学会

【お知らせ】
　●新しくブロック理事になりたい方は、下記のメールアドレスにご一報をお願いします。
　　 4月28日まで募集中です。
　●Facebook（フェイスブック）あります。検索：兵庫県社会福祉士会神戸ブロック
　●神戸ブロックのメーリングリストに参加希望の方は下記アドレスにメール送信して下さい。
　　kobe.block.fukushishikai@gmail.com　

神戸ブロック（ブロック長　増山　陽子）
ロックインフォメーション　①ブ
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　当ブロックでは顔の見える関係づくりを基本に、交流会、研修会などの活動を行っています。
西はりまブロックは広い圏域です。そして地道に素敵な活動を展開している仲間がいます。「あっ！
いつも出会うあの人。お話したいな」という出会い、語ることによる新しい気付き、一緒に創り
出していく喜びを大切にします。もちろん、仲間との食事、お酒も大好き！そんなふれあいを大
切にしています！
　ブロックは本会活動の窓口です。本会との連携のもと 5ヶ年計画の推進を図り、職能団体とし
ての安定的な発展並びに社会福祉士の活動を展開させていきましょう。
　また、各地域での勉強会開催への助成も行っています。やってみたい研修会など一緒に創り出
していきませんか。

【活動案内】
　「西はりまブロックプレミアムフライデー」
　　 メーリングリストやFacebookで案内しておりますが、ブロッ
クでは基本毎月、つどいの場をつくり交流を深めています。
会員、非会員、お友達、これから資格を目指す方などお誘い
合わせの上どうぞ。出会いを大切に楽しい時間を過ごしま
しょう。

　「西はりまブロックメーリングリスト登録方法」
　　・ hacsw.nishiharima@gmail.comへ
　　　氏名、メールアドレスを記載したメールを送ってください。
　　・ hacsw-nishiharima@googlegroups.comから登録完了メール

を送付いたします。
　「西はりまブロックFacebook」
　　・ PCスマホなどから「西はりま地区ブロック」と検索してく

ださい。
　　・イベント、研修案内などアップしますのでご参照ください。
　　・「いいね」「フォロー」よろしくお願いします。

【定例会　会場】
　西はりまプレミアムフライデー　原則　最終金曜日
　※ 西はりまブロックメーリングリスト、Facebookでご案内して
おります。

【今後の予定】
　「2019年度　西はりまブロック総会」
　　日　　時：2019年 5 月26日（日）13：30～
　　会　　場：姫路じばさんビル　901号室　
　　議　　事：2018年事業報告　決算報告　2019年事業計画　予算等
　　記念講演：あおいけあ　加藤忠相様の講演会　多数ご参加下さい！
　　終了後、「飛屋」さんにて懇親会を行います。
　　※総会開催に関する詳細は、後日郵送いたします。
　　※ 総会資料作成、封入作業を2019年 4 月28日（日）16：00～
　　　愛心園で行います。
　　　協力可能な方はよろしくお願い申し上げます。
　　※今後の研修会の予定は別冊研修案内をご参照ください。

　　塩尻　点（しおじりともる）ts.shio@nike.eonet.ne.jp

西はりまブロック（ブロック長　塩尻　点）
ロックインフォメーション　②ブ
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【活動報告】
　当ブロックで活動している会員は、社会福祉協議会や医療機関、行政関係や法律事務所、障害
者支援施設などで活躍しております。会員数は他のブロックと比べると少ないかもしれませんが、
その分信頼関係を構築しやすく、その関係性を仕事でも十分発揮でき、皆で地域を支えている雰
囲気を感じられるブロックだと思います。会員が定期的に集まる役員会で各々の近況を報告した
り、研修の企画などを行います。自分がやりたいことなどを自由に発言できる雰囲気ですので、
気軽に遊びに来てください。みなさんの参加、お待ちしてます！

【今後の予定】
　〇定例役員会： 2ヶ月に 1回程度開催
　　次回は、 4月11日（木）18：30～　＠柏原住民センター
　〇初任者研修： 7月上旬で日程調整中　＠ユニトピアささやま
　〇マインドフルネス研修： 9月頃　＠曹洞宗　法福山「東漸寺」
　〇自衛隊から学ぶ災害支援研修：現在日程調整中　＠青野原駐屯地

【連 絡 先】
　一般社団法人兵庫県社会福祉士会　事務局
　TEL：078-265-1330　FAX：078-265-1340
　E-mail：entry@hacsw.or.jp
　※ブロック担当者に直接連絡がほしい場合は、ブロック担当者の連絡先をご記載ください。

丹波ブロック（ブロック長　杉原　一信）
ロックインフォメーション　③ブ
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委員会責任者名■
Committee person in charge

災害支援委員会

高齢者・障害者虐待対応委員会 田島　啓子

真利　敦子

西垣　和仁

胡中　智礼

薄木　公平

冨田　洋介

近藤　健太

𩵋住　　剛

山内　賢治

福田　崇徳

谷口　智昭

國本　康夫

原田　和明

植戸　貴子

村上　弘幸

岸　　剛健

福井　良江

sp8c6h89@aurora.ocn.ne.jp
（弁護士、司法書士、社会保険労務士、税理士等と連携して業務を行うこともあります）

。

。
。

おかげさまで10周年‼

これからも初心を忘れず
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http://753an.blog.so-net.ne.jp/ 
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調査研究委員会よりお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１９年３月

　2019年度  実践研究の方法を学ぶ研修＆発表会　 
実践研究発表者募集  

テーマ：実践研究もできるソーシャルワーカーを目指して！ 

高齢、障がい、児童、司法福祉など様々な分野でご活躍の社会福祉士のみなさま！ 

日々、ソーシャルワークを実践されている中での「気づき」や「新しい課題」、「困難事
例への対処方法」などみなさまの経験を、集約・分析・理論化し、「実践研究」のレベルま

できれいに整えて発表してみませんか？？ 
調査研究委員会では、本年１０月に開催される研修会で実践研究の発表をしてくださる方
を募集いたします。研修詳細、申し込み方法は下記をご参照ください。 

研究発表に挑戦することで、自分の実践課題や援助過程を共有できる仲間を作ることがで
きます。また、今後のソーシャルワークや社会課題に立ち向かうモチベーションを上げ、理

念と理論に基づいて実践できる専門職にレベルアップできます！ 
なお、審査の上、優秀な発表に「会長賞」を授与いたします。奮ってご応募ください。 

「実践研究発表はしてみたいけどちょっと敷居が高い…」とお考えの方、ご安心ください。
当委員会主催の「兵庫ソーシャルワークアカデミー」が発表までをサポートいたします！別

紙案内をご参照ください。 

研修詳細・申し込み方法 

1. 研修主旨　　ソーシャルワーク実践活動の研究発表による相互の研鑽 
2. 主　　催　　兵庫県社会福祉士会　調査研究委員会 

3. 期　　日　　２０１９年１０月６日（日）１３：００～１８：００ 
4. 会　　場　　兵庫県福祉センター 
5. 対　　象　　ソーシャルワーク実践研究に関心がある方（非会員も含む） 

6. 採 用 数 　 ４発表程度　（共同研究も可） 
7. 参加定員      ５０名　　　 

8. 内　　容　　座学　 実践研究の方法を学ぶ（２時間程度） 
　　　　　　　　講師　神戸親和女子大学　高橋昌子教授 

　　　　  発表　１発表１５分程度　 
             講評・会長賞授与式 

9. 申込方法　  申込書類に必要事項を記載の上、本会事務局にＥ-mailにてお申し込み下さい。 
　　　　　　　  申込・発表要旨原稿の提出締め切り：２０１９年７月１２日（金）必着 

※詳しくは、「申込要領」をご確認ください。 

10.採　　用　　８月２日（金）に、E-mailにて採否をご連絡いたします。 

以上
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調査研究委員会よりお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１９年３月

2019年度　実践研究の方法を学ぶ研修＆実践研究発表会 

 実践研究発表申込要領 

下記要領で発表者を募集します。奮ってお申し込みください。 
  
発
表
資
格

一般社団法人　兵庫県社会福祉士会会員に限ります。
会員以外の方との共同研究の場合、発表要旨に共同研究者名を記すこと
はかまいませんが、発表者は会員に限ります。　

申
込
数

申し込みは１人１発表です。発表は１５分程度でまとめてください。

申
込
様
式

「実践研究発表申込書」に必要事項を記入してください。　
 実践研究発表要旨原稿はPDFファイルに変換し、Eメールにて提出して
ください。
※原稿はA4用紙2ページで、そのまま印刷します。

申

込

先

一般社団法人　兵庫県社会福祉士会
〒650-0062　神戸市中央区坂口通２－１－１兵庫県福祉センター５階
E-mail：entry@hacsw.or.jp

TEL：078-265-1330 　

締
切

２０１９年７月１２日（金）　必 着

審

査

・申込数･内容を審査し採否を決定の上、申込者に個別に通知いたします
・採用にあたっては、実践にもとづく発表を優先することがあります。
・内容等については、査読担当者が助言をする場合があります。
・採用数が定数に満たない場合、追加募集する場合があります。

採
用

採用数：４発表程度
８月２日（金）に申込者にE-mailにてご連絡いたします。

そ
の
他

※個人情報の取扱いについて※

申し込みの際にご記入いただいた個人情報は、各種通知文書の発送等、
実践発表会運営に必要な範囲において使用いたします。また、発表者
名、所属、発表テーマについては、参加者の便宜のため、ホームページ
等で公表する場合があります。
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事務局情報
一般社団法人兵庫県社会福祉士会
第19回総会（予算総会）について

　 3月23日に第19回総会を開催しました。出
席会員63名、委任状895名、書面表決18名の
合計976名（定足数846名）で総会が成立しま
した。
　予定しておりました下記の議案についてす
べて承認されたことをご報告いたします。
　第 1号議案　2019年度事業計画（案）
　第 2号議案　2019年度予算（案）

【報告事項】
　⑴　2019年度補正予算について

　記念講演では、兵庫県健康福祉部少子高齢
局高齢政策課課長の津曲共和氏を講師に迎え
「介護職員のハラスメント対策について～介護
人材確保・定着に向けた対策の中での位置づ
け～」と題し、ご講演いただきました。

会　員　数
　正会員1,692名（2019年 2 月末現在）
　みなさんの周りにいる社会福祉士の方に入
会をお誘いください。

理事会報告
2018年度　第 5回理事会
日　時：2018年12月15日
場　所：兵庫県福祉センター　202
出　席：理事　 9名　監事　 1名
＜審議事項＞
○2018年度補正予算について
○ 2019年度事業計画（案）及び予算（案）について
○ 2019年度日本社会福祉士会　理事改選につ
いて
○災害支援に関する規程（案）について
◯ ぱあとなあ兵庫運営規程及び名簿登録規程
の改正について

◯ 2019年バリアフリー展 出展等の準備について
◯未成年後見について
＜報告事項＞
◯苦情案件について

2018年度　臨時理事会
日　時：2019年 1 月19日
場　所：兵庫県福祉センター　203
出　席：理事　12名　監事　 1名
＜審議事項＞
○2018年度補正予算について
○ 2019年度事業計画（案）及び予算（案）について
○ 近畿ブロック研修・研究　兵庫大会について
◯ 2019年バリアフリー展 出展等の準備について
＜報告事項＞
◯苦情案件について
○ソーシャルワーカーデー2019は
　 7月14日（日）あかし市民広場にて確定

2018年度　第 6回理事会
日　時：2019年 2 月16日
場　所：兵庫県福祉センター　203
出　席：理事　13名　監事　 1名
＜審議事項＞
○会費に関する規則の改正について
○各委員会・委員長について
　　ソーシャルワーク研修委員会
　　　酒井　淳子　⇒　真利　敦子
　　高齢者・障害者虐待対応委員会
　　　伊東　圭一　⇒　田島　啓子
　　独立型社会福祉士支援委員会
　　　石原　知佳子　⇒　村上　弘幸
　2019年度より委員長の交代が承認された。
＜報告事項＞
◯生涯研修センター関連
　・ スーパーバイザー養成研修に5,6名推薦予定
　・ｅラーニングの周知を再度行う
○2019年度年間スケジュールについて
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　【事務局】
　　一般社団法人　兵庫県社会福祉士会
　　〒651－0062
　　　　神戸市中央区坂口通2－1－1
　　　　兵庫県福祉センター5階
　　　　電話：078－265－1330
　　　　FAX：078－265－1340

　【事務局員】
　　事務局長　　西野　佳名子
　　事務局員　　中村　智穂美
　　事務局員　　北野　和香子
　　事務局員　　胡中　智礼
　　事務局員　　本多　武史
　　事務局員　　笹岡　久美
　　事務局員　　萩原　美千紘

　【事務局メールアドレス】
　　　　syadanhyogo@hacsw.or.jp

　【ぱあとなあ兵庫事務局】
　　電話：078-222-8107
　　　　partner-jimu@hacsw.or.jp

　【研修申込専用メールアドレス】
　　　　entry@hacsw.or.jp

　　　　事務局連絡先　　　　今後の予定
　2019年度　理事会・総会のご案内
【理事会開催日程】
　　第 1回　理事会　 5月11日（土）
　　第 2回　理事会　 7月20日（土）
　　第 3回　理事会　10月26日（土）
　　第 4回　理事会　12月21日（土）
　　第 5回　理事会　 1月18日（土）
　　第 6回　理事会　 2月15日（土）
　　第 7回　理事会　 3月22日（日）
【総会開催日程】
　　第20回　総　会　 6月22日（土）
　　　　　　　　　　（2018年度決算）
　　第21回　総　会　 3月22日（日）
　　　　　　　　　　（2018年度決算）

　協議事項等がありましたら、各理事又は
事務局へご連絡ください。

基礎研修修了しました ! !

3 年間やりきりました ! !
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